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写真で振り返る10年の歩み 

2005

［ 特集 ］
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つながる思い
果てない未来

12月1日、常陸太田市・金砂郷町・水府村・里美村が合併して 10
年を迎え、6日には「つながる思い　果てない未来」をキャッチフレー
ズに、パルティホールで盛大に合併 10周年記念式典を開催しました。
今月の特集では、「写真で振り返る 10 年の歩み」と題して、合併後
の常陸太田市を振り返ります。

2

2004年2月、合併協定書に調印  
左から成井光一郎金砂郷町長・渡辺龍一常陸太田市長・橋本昌知事・

根本正人水府村長・佐川卓政里美村長（当時）

国道349号バイパス 4車線化

久慈の杜100㎞徒歩の旅 

かなさ笑楽校開校常陸太田新駅舎完成

常陸太田秋まつり OSJ奥久慈トレイルレース 竜神バンジー

里美小・中学校開校 
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2004 2007～  

平成 16 年～ 19 年

新生常陸太田市誕生 
～市民と行政との協働の推進～

平成 16 年（2004 年）12 月 1 日、常陸太田市・金
砂郷町・水府村・里美村の 4市町村が合併し、新
生「常陸太田市」が誕生。人口 60,549 人（H17.1.1
常住人口）、総面積は 372.01 ㎢となり、県内一広
い面積の自治体となりました。
平成 18 年（2006 年）には、第 5次総合計画を決定。
市の将来像である「快適空間～自然・歴史を活かし、
人・地域がかがやく協働のまち」の実現を目指し、
新市の基盤づくりを進めました。

　

　

２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）

12
月
１
日

新
生
「
常
陸
太
田
市
」
が
誕
生
、
合
併
記
念
式
典
を
開
催

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）

3
月

日
立
電
鉄
線
廃
線

５
月

市
長
選
挙
に
て
大
久
保
市
長
が
就
任

７
月

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設

10
月

常
陸
太
田
、
金
砂
郷
、
水
府
、
里
美
の
４
商
工
会
が
合
併

２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）

７
月

金
砂
郷
・
水
府
・
里
美
地
区
で
市
民
バ
ス
が
運
行
開
始
1

市
防
災
連
絡
協
議
会
と
災
害
復
旧
に
関
す
る
協
定
締
結

市
議
会
解
散
投
票
に
よ
り
解
散

８
月

市
議
会
議
員
選
挙
執
行

県
・
市
総
合
防
災
訓
練
を
宮
の
郷
工
業
団
地
で
実
施

10
月

久
米
バ
イ
パ
ス
全
面
開
通
2

北
消
防
署
里
美
出
張
所
を
設
置

11
月

秋
田
市
・
仙
北
市
と
３
市
連
携
交
流
合
意
書
に
署
名
3

12
月

第
５
次
総
合
計
画
を
決
定

２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）

１
月

里
美
中
新
校
舎
竣
工
式

２
月

女
性
模
擬
議
会
「
ひ
た
ち
お
お
た
ｓ
ｈ
ｅ
議
会
」
を
開
催

３
月

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
里
美
セ
ン
タ
ー
を
開
設

天
下
野
診
療
所
・
里
美
歯
科
診
療
所
が
建
替
完
成

４
月

里
美
地
区
の
防
災
行
政
無
線
局
が
開
局

中
野
小
島
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
供
用
開
始

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始

６
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
の
公
開
生
放
送
が
行
わ
れ
る
4

７
月

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
を
開
始

友
好
都
市
の
中
国
余
姚
市
長
が
本
市
を
訪
問

８
月

秋
田
市
・
仙
北
市
と
３
市
連
携
交
流
提
携
書
調
印

11
月

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試
行
運
行
を
開
始

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
協
議
会
を
設
立

常
陸
太
田
秋
ま
つ
り
を
開
催
5

2004 年 2月
合併協定調印式が行われた

2005 年 5月
市長選挙で大久保太一市長が就任

特集  ― 写真で振り返る10 年の歩み ―
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2008 2011～  

平成 20 年～ 23 年

震災から復興へ 
～元気を出して一歩ずつ前へ～

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）

1
月

竜
神
大
吊
橋
の
渡
橋
者
が
５
０
０
万
人
を
突
破

3
月

金
郷
小
、
金
砂
小
、
染
和
田
小
、
北
小
が
閉
校

4
月

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
開
始

統
合
に
よ
り
金
砂
郷
小
・
水
府
小
が
開
校

5
月

市
内
大
型
店
に
お
い
て
レ
ジ
袋
の
有
料
化
始
ま
る

8
月

第
１
回
久
慈
の
杜
１
０
０
km
徒
歩
の
旅
を
実
施

9
月

第
１
回
常
陸
太
田
朝
市
を
開
催

11
月

国
民
文
化
祭
・
い
ば
ら
き
２
０
０
８
が
本
市
で
開
催

12
月

地
域
職
業
相
談
室
が
オ
ー
プ
ン
6

２
０
０
9
年
（
平
成
21
年
）

1
月

に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選
に
上
高
倉
町
の
持
方
が
選
ば
れ
る

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

3
月

西
金
砂
神
社
小
祭
礼
が
執
行
さ
れ
る
7

木
島
大
橋
開
通

里
美
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
完
成

市
観
光
物
産
協
会
が
発
足

4
月

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
中
学
生
ま
で
拡
大

5
月

市
長
選
挙
、
大
久
保
市
政
2
期
目
の
ス
タ
ー
ト

常
磐
大
学
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）

3
月

市
営
住
宅
磯
部
町
団
地
が
完
成

4
月

新
婚
家
庭
の
家
賃
助
成
・
定
住
促
進
助
成
金
が
ス
タ
ー
ト

7
月

市
議
会
議
員
選
挙
執
行
。
定
数
26
人
か
ら
22
人
へ

8
月

結
婚
相
談
セ
ン
タ
ー
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
愛
ネ
ッ
ト
」
開
設
8

9
月

長
谷
町
で
５
億
１
１
０
０
万
年
前
の
地
層
を
発
見

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）

1
月

峰
山
中
で
新
校
舎
が
完
成
し
竣
工
式

3
月

東
日
本
大
震
災
発
生

西
小
沢
幼
稚
園
閉
園

4
月

地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
人
就
任

常
陸
太
田
地
区
・
金
砂
郷
地
区
の
水
道
事
業
統
合

7
月

佐
都
四
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
竣
工
式

新
常
陸
太
田
駅
舎
完
成
披
露
式
典
開
催
9

8
月

県
北
東
部
広
域
農
道
（
町
屋
町
〜
日
立
市
入
四
間
町
）
開
通

10
月

第
24
回
巨
木
を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
10

11
月

震
災
復
旧
・
復
興
計
画
を
策
定

平成 23 年（2011 年）3 月 11 日 14 時 46 分、宮城
県沖を震源とするマグニチュード9.0の巨大地震が発
生、市内では震度 6弱を記録。地震による家屋の被
害は、全壊 469棟、大規模半壊 502棟、半壊 1,430 棟、
一部損壊 5,743 棟に上り、合わせて 8,144 棟が被災
（H24末現在）。大地震発生後、ライフラインの復旧、
避難所開設等の各種対応や原発事故での放射性物質
への対策などを実施。また、市独自の支援金制度創設、
自主防災組織の支援、交流都市や民間事業者等と災
害協定を結ぶなど、防災対策を進めました。

Ｈｉｔａｃｈｉｏｔａ　Ｈｉｓｔｏｒｙ

2011 年７月
常陸太田新駅舎完成披露式典

特集  ― 写真で振り返る10 年の歩み ―
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2011 年３月
東日本大震災が発生
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２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）

3
月

瑞
竜
小
・
佐
都
小
・
河
内
小
が
閉
校

4
月

北
消
防
署
金
砂
出
張
所
が
開
所

市
の
歌
「
空
が
あ
る
ま
ち
」
が
完
成
11

7
月

鯨
ケ
丘
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
12

牛
久
市
・
県
石
油
業
協
同
組
合
太
田
支
部
と
災
害
協
定
締
結

8
月

ご
み
の
23
分
別
、
資
源
ご
み
の
無
料
回
収
が
ス
タ
ー
ト

臼
杵
市
と
交
流
促
進
協
定
締
結

9
月

か
な
さ
笑
楽
校
が
オ
ー
プ
ン

秋
田
市
・
仙
北
市
と
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結

10
月

山
田
小
・
郡
戸
小
で
創
立
１
０
０
周
年
記
念
行
事
開
催

11
月

特
産
品
認
証
制
度
開
始
、
24
品
目
を
認
証

12
月

14
事
業
者
と
高
齢
者
見
守
り
に
関
す
る
協
定
締
結

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）

2
月

臼
杵
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

3
月

郡
戸
幼
稚
園
閉
園
、
太
田
二
高
里
美
校
閉
校

4
月

西
山
研
修
所
の
管
理
が
県
か
ら
市
に
移
管
13

大
方
運
動
公
園
が
オ
ー
プ
ン

5
月

市
長
選
挙
、
大
久
保
市
政
３
期
目
ス
タ
ー
ト

6
月

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
災
害
時
の
応
援
協
定
締
結

7
月

プ
ラ
ト
ー
さ
と
み
が
再
開
14

市
歯
科
医
師
会
と
災
害
救
護
協
定
を
締
結

茨
城
大
学
と
地
域
連
携
協
定
を
締
結

12
月

市
商
工
会
他
４
者
と
地
域
振
興
に
関
す
る
協
定
調
印

２
０
１
4
年
（
平
成
26
年
）

2
月

〝
じ
ょ
う
づ
る
さ
ん
〞
が
子
育
て
上
手
常
陸
太
田
宣
伝
部
長
に
15

3
月

竜
神
大
吊
橋
に
日
本
最
大
級
の
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
が
オ
ー
プ
ン 

金
砂
郷
支
所
新
庁
舎
が
開
所

賀
美
小
・
小
里
小
が
閉
校

新
根
本
橋
（
市
道
０
１
０
８
号
線
）
が
開
通

4
月

里
美
小
が
開
校
、
小
・
中
連
携
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト

山
吹
運
動
公
園
親
水
広
場
と
少
年
野
球
場
竣
工
式

小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
る

6
月

内
田
浄
水
場
竣
工
式

7
月

常
陸
太
田
薬
剤
師
会
と
災
害
時
の
救
護
活
動
協
定
締
結

市
議
会
議
員
選
挙
執
行
、
定
数
22
人
か
ら
20
人
へ

9
月

十
国
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式

10
月

県
行
政
書
士
会
と
災
害
時
支
援
協
定
締
結

11
月

国
道
２
９
３
号
里
川
橋
が
架
け
替
え
工
事
を
終
え
開
通

2012 2014～  

平成 24 年～現在 

Ｈｉｔａｃｈｉｏｔａ　Ｈｉｓｔｏｒｙ

笑顔あふれるまちへ
～さらなる飛躍で輝く常陸太田市～

震災後の復旧・復興に力を入れながら、少子化・

人口減少対策を最重要課題と設定。少しでも歯止

めをかけるため、市の将来を担う若者が定住し、

安心して子育てができるような環境づくりに努め

ています。また、市民や団体・自治体など地域コ

ミュニティが自主的に行うさまざまな活動への支

援を行い、市民活動や地域活動の育成と活性化を

積極的に進めています。
2014 年 4月
山吹運動公園親水広場が完成

特集  ― 写真で振り返る10 年の歩み ―
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2014 年 3 月
日本一の高さを誇るバンジージャンプがオープン
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✿
おめでとうございます

永年にわたり、国家または公共に対し功労のある方、社会の各分野
における優れた行いのある方などに贈られる「秋の叙勲」、警察官や
自衛官など、危険性の高い職務で社会に貢献した方に贈られる「危
険業務従事者叙勲」、また 88 歳以上の方を対象とした「高齢者叙勲」
がこのほど発表され、本市からは次の方々が受章されました。

旭
日
双
光
章

益子　壽 氏（上大門町）
元常陸太田市議会副議長。永
年にわたり地方自治の推進に
尽力された。

旭
日
単
光
章

富田眞之介 氏（上利員町）
元金砂郷町議会議長。永年に
わたり地方自治の推進に尽力
された。

瑞
宝
単
光
章

小林　潔 氏（寿町）
元茨城県警部。永年にわたり
公共の秩序の維持に尽力され
た。

瑞
宝
単
光
章

興野高明 氏（上深萩町）
元 3等陸尉。国の安全を保ち、
公共の秩序の維持に尽力され
た。

瑞
宝
単
光
章

石田正勝 氏（木崎一町）
元常陸太田市消防団副団長。
永年にわたり消防団活動に従
事された。

叙勲叙勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

✿

✿おめでとうございます

瑞
宝
双
光
章

西野孝一 氏（里野宮町）
元太田小学校長。永年にわた
り教育の発展に尽力された。

秋
の
叙
勲

旭
日
単
光
章高

齢
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲

✿

成井平蔵 氏（久米町）
元金砂郷村議会副議長。永年
にわたり地方自治の推進に尽
力された。

✿峰山
中
バ
レ
ー
部
が
県
大
会
で
準
優
勝

10
月
30
日
、
常
陸
大
宮
市

西
部
運
動
公
園
体
育
館
で
行
わ

れ
た
県
中
学
校
新
人
大
会
（
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
に
お
い
て
、

峰
山
中
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
齊
藤
仁
捺
さ

ん
（
２
年
）
は
、「
全
員
バ
レ
ー

で
集
中
し
て
戦
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
決
勝
で
負
け
て
悔

し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら

速
攻
を
磨
く
な
ど
練
習
に
励
み
、

総
体
で
は
優
勝
を
目
指
し
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

✿「平
成
26
年
度
い
ば
ら
き
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア
児
童
・
生

徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
森
田
純
史
さ
ん
（
峰
山
中
３

年
）
の
作
品
「
裁
縫
箱
」
が
、
県
家
庭
、
技
術
・
家
庭
教
育
研
究

部
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「母が使っていた裁縫
箱が壊れたので、夏休
みを利用して作りまし
た。引き出しをスムー
ズに動くようにするの
が大変でした。塗装も
数日かけて行い、両側
に開くところを工夫し
ました」

森田  純史 さん  

も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア
で
入
賞
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✿「薬
と
健
康
の
週
間
」ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞

平
成
26
年
度
「
薬
と
健
康
の
週
間
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
榊
美
月
さ
ん
（
太
田
中
3
年
）
の

作
品
が
優
秀
賞
（
県
医
薬
工
業
会
長
賞
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。

榊  美月 さん  

「薬などを飲むときに、説
明書を読み注意して飲ん
でほしいと思い描きました。
人の表情や文字を描き、塗
るたびに雰囲気が出て楽し
く描くことができました」

✿

✿

✿

✿

県
緑
化
運
動
・
育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー

原
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

瑞
竜
中
が
駅
伝
で
県
大
会
連
覇

全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

で
入
選

地
域
安
全
の
取
り
組
み
を
表
彰

11
月
12
日
、
笠
松
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た

第
50
回
県
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
で
、
瑞
竜
中
が
優
勝
。
12

月
14
日
に
山
口
県
で
行
わ
れ

る
全
国
中
学
駅
伝
へ
出
場
し

ま
す
。
監
督
の
横
山
勉
先
生

は
、「
昨
年
よ
り
も
タ
イ
ム
を

1
分
縮
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
全
国
大
会
で
は
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
て
頑
張
り
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
県
国
土
緑
化
運
動
・
育
樹
運
動
ポ
ス

タ
ー
原
画
コ
ー
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
安
附
七
海
さ

ん
（
太
田
中
3
年
）
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

10
月
10
日
に
行
わ
れ
た
、
第
36
回
地
域
安

全
茨
城
県
民
大
会
（
県
・
県
警
察
本
部
・〈
財
〉

県
防
犯
協
会
主
催
）
に
お
い
て
、
地
域
安
全

功
労
者
と
し
て
平
山
登
さ
ん
（
和
田
町
）
が
、

地
域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
真
弓

地
区
自
警
団
（
髙
野
研
一
代
表
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
県
警
察
本
部
長
、
県
防
犯
協
会
理
事
長

連
名
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

真弓地区自警団の皆さん  平山登 さん  

10
月
24
日
、
都
内
で
第
24

回
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
谷
河
原
町
高
砂
会
（
篠
原

勝
幸
会
長
）
が
団
体
部
門
で
入

選
し
ま
し
た
。
篠
原
会
長
は
、

「
会
の
努
力
が
全
国
レ
ベ
ル
に

届
き
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
花
や
緑
を
と
お
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
広
め
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

谷河原町高砂会の皆さん  

「人と街と自然が一滴のし
ずくに守られている様子を
描きました。初めての受賞
でとてもうれしいです」

安附  七海 さん  

瑞竜中駅伝部の皆さん
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秋
の
ま
つ
り
が
に
ぎ
や
か
に
開
催

11月8日・9日、山吹運動公園で常陸秋そばフェスティ
バル里山フェア 2014 が開催されました。今年は、市
合併 10 周年記念イベントとして新会場での開催。県
内はもとより東京都や福島県、さらには広島県など
14 店のそば店舗が出店。各店舗には長蛇の列ができ、
会場は多くのそば好きでにぎわいました。
　また、9日には、会場内で常陸太田大使のマシコタ
ツロウさんによる茨城放送の生放送があり、イベント
中継や市内のホットな情報と生唄をお届けしました。

常陸秋そばフェス　
ティバル里山フェア

市合併10周年記念

11 月 1日～ 30 日、竜神峡紅葉まつりが行われました。
会場となった竜神大吊橋およびその周辺は、連日県内
外からの大勢の観光客でにぎわいました。新そばフェ
アや物産市、各種イベントなどで大いに盛り上がりを
見せました。

竜神峡紅葉まつり

秋の紅葉を楽しむ

10 月 25 日～ 11 月 29 日に行われた里美かかし祭。今
年も里美ふれあい館イベント広場にユニークなかかし
が大集合。さとみ秋の味覚祭（11 月 1日・2日）では、
特産物の即売会や芸能発表会を開催。里美の魅力が詰
まったイベントとなりました。

里美かかし祭・秋の味覚祭

里美の魅力あふれる

1さとみ保育園児が猫バスで
記念撮影
2かかし祭では美しい里づく
り委員会の羊がグランプリ
311/1・2 の味覚祭には約 4
万人が来場
411/8・9 には里美カントリー
ミュージックフェスティバル
も開催

12紅葉の竜神峡と日本一の
高さを誇るバンジー
3イベント期間中は、例年よ
り多い約 8万人が来場
4期間中は、地元特産品の販
売やさまざまなイベントが行
われた

1新そばの打ちたて・ゆでたての絶品新そばを食べる
2そばフェスには２日間で約７万人の来場者
3そば打ち体験

1

23

1

2

3

4

1

2

3

4
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T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

テープカットを行う大久保市長、山口や
ちゑ県副知事、徳川斉正氏（左から）

都
々
逸
全
国
大
会

西
山
荘
の
公
開
を
再

開

11
月
15
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
第
28
回
都
々
逸

全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

都
々
逸
は
、
当
市
出
身
の
都
々

一
坊
扇
歌
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ

た
七
・
七
・
七
・
五
の
口
語
調
で
唄

わ
れ
る
俗
曲
で
、
保
存
普
及
を
図

る
た
め
に
毎
年
大
会
を
開
催
。

大
会
で
は
、
県
内
外
か
ら
71
人

の
出
演
者
が
大
賞
目
指
し
て
、
日

頃
鍛
え
た
都
々
逸
を
披
露
。
ま

た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
今

年
は
講
談
師
一い
ち
り
ゅ
う
さ
い
て
い
や

龍
斎
貞
弥
さ
ん

を
ゲ
ス
ト
に
招
き
「
二
孝
女
物

語
」
の
講
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け

た
西
山
荘
の
災
害
復
旧
工
事
が
ほ

ぼ
終
わ
り
、
11
月
１
日
、
公
開
再

開
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
関
係
者
約
50
人
が
出
席

し
、
式
典
後
に
は
、
復
旧
工
事
を

終
え
た
建
物
の
中
が
公
開
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
7
月
か
ら
行
わ
れ
た
工
事

で
、
建
物
の
ず
れ
と
骨
組
み
の
ゆ

が
み
を
修
復
す
る
と
と
も
に
、
か

や
ぶ
き
屋
根
を
ふ
き
替
え
ま
し
た
。

修
復
作
業
は
、
江
戸
時
代
の
技
術

を
た
ど
り
な
が
ら
、
建
築
当
初
の

材
料
と
技
法
を
用
い
て
3
月
末
ま

で
実
施
予
定
で
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
た
西
山
荘
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

子
子
育
メ
ッ
セ

11
月
22
日
、
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー

ル
で
子こ
こ
い
く

子
育
メ
ッ
セ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市

内
で
活
躍
中
の
子
育
て
支
援
団
体

や
企
業
の
皆
さ
ん
を
広
く
知
っ
て

も
ら
い
、
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、「
子
育
て
上
手
常
陸
太
田
」
を

推
進
す
る
た
め
の
も
の
。
当
日
は
、

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
お
も
ち
ゃ
図

書
館
や
紙
芝
居
な
ど
た
く
さ
ん
の

ブ
ー
ス
が
出
店
さ
れ
会
場
は
多
く

の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

救
急
車
の
寄
贈

山
田
小
と
川
登
小
が

交
流

11
月
11
日
、（
一
社
）
日
本
損

害
保
険
協
会
か
ら
、
高
規
格
救
急

自
動
車
の
寄
贈
が
あ
り
市
役
所

で
受
納
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
協

会
で
は
、
自
賠
責
保
険
の
運
用
益

を
活
用
し
た
自
動
車
事
故
の
被

害
者
救
済
支
援
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
高
規
格
救
急
自
動
車
の
寄

贈
を
行
っ
て
い
ま
す
。
従
来
型
の

救
急
自
動
車
に
比
べ
、
広
い
車
内

空
間
を
備
え
、
救
急
救
命
士
を
は

じ
め
と
す
る
救
急
隊
員
が
迅
速

に
救
急
救
命
措
置
を
行
え
る
救

急
資
器
材
を
備
え
て
い
ま
す
。
今

回
、
寄
贈
さ
れ
た
救
急
自
動
車

は
、
北
消
防
署
（
中
染
町
）
に
配

属
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
救
急
業
務

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

10
月
31
日
か
ら
11
月
2
日
の

3
日
間
、
山
田
小
６
年
生
の
児
童

4
人
が
臼
杵
市
を
訪
問
し
、
二
孝

女
物
語
に
関
す
る
史
跡
等
の
視

察
や
川
か
わ
の
ぼ
り登
小
と
の
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
川
登
小
で
は
、
山
田
小

児
童
が
二
孝
女
物
語
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
発
表
し
た
ほ
か
、
川
登

小
児
童
に
よ
る
地
域
の
紹
介
、
吉

四
六
話
の
劇
披
露
な
ど
が
行
わ

れ
、
山
田
小
と
川
登
小
と
の
交
流

の
新
た
な
る
１
ペ
ー
ジ
が
始
ま

り
ま
し
た
。

山田小と川登小児童の皆さん

同協会は、常陸太田市を含め全国で 5台の高
規格救急自動車を寄贈した

唄の部では、川﨑寿風さん（ひた
ちなか市）が大賞を受賞

一龍斎貞弥さんによる
二孝女物語の講談

イベント後には、市の子育て施策を名刺やチラシ等でＰＲする「子育て上
手常陸太田推進隊」の委嘱式が行われた
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あたたかいご飯に自然薯のと
ろろご飯はいかが

今月の朝市は12月21日日に市役所駐車場で開催します！

朝
市
で
は
、
ま
な

板
や
め
ん
棒
や
臼う

す

な

ど
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
特
に
臼
に
関
し

て
は
、
あ
ま
り
職
人

が
い
な
い
た
め
市
内

外
か
ら
多
く
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

臼
作
り
に
当
た
っ
て
は
ケ
ヤ
キ
を
使
用
。
伐

採
後
１
年
未
満
の
よ
う
な
乾
燥
期
間
の
短
い

も
の
で
す
と
大
き
な
割
れ
が
発
生
し
ま
す

の
で
、
2
〜
3
年
ぐ
ら
い
乾
燥
し
た
も
の
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
制
作
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
お
客
さ
ん
に
良
い
物
を
第
一
に
と

考
え
て
い
ま
す
。
朝
市
で
は
３
升
〜
4
升
の

臼
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
注
文
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
神
社
の
修
理
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

日
本
伝
統
を
受
け
継
ぐ

山
菜
の
王
者
の
自
然
薯

新
鮮
な
農
産
物
等
で
毎
回
好
評
の
常
陸
太

田
朝
市
。
魅
力
あ
る
商
品
を
発
信
す
る
出
店

者
の
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

問 

販
売
流
通
対
策
課
（
内
線
６
６
3
）

茅
根
町
の
畑
に

自
然
薯
１
２
０
０

本
を
植
え
て
栽
培

し
て
い
ま
す
。
自

然
薯
は
、
３
月
に

芽
出
し
作
業
を
行

い
５
月
に
苗
植
え

を
し
、
11
月
か
ら

１
月
に
収
穫
時
期
を
迎
え
ま
す
。
自
然
薯

は
、
水
は
け
の
良
い
と
こ
ろ
と
地
質
の
よ

い
と
こ
ろ
を
好
み
ま
す
。
栽
培
当
初
は
、

失
敗
の
連
続
で
自
然
薯
特
有
の
病
気
で
商

品
に
な
ら
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
よ
う
や
く
販
売
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
お
客

さ
ん
の
要
望
で
、
手
頃
な
大
き
さ
に
カ
ッ

ト
し
た
も
の
も
販
売
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か

ら
自
然
薯
の
お

い
し
い
季
節
に

な
り
ま
す
の
で
、

朝
市
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

鈴
木
建
築 （
国
安
町
） 

朝市では、宮大工ならでは
の技法でつくられたものが
並ぶ

茅
根
町
自
然
薯
研
究
会
（
茅
根
町
）

ゆずの甘露煮今 は月

9

常陸太田の「旬」を感じるレシピを紹介！

　　　　　　　　　　　材料
ゆず・・・15 個　　砂糖・・・ゆずの目方と同量（約 500g）
【塩水用】
水・・・約１L（ゆずが頭までつかるくらいの量）
塩・・・約 10g

レシピ
①ゆずの内側の白い部分を使うため、黄色い皮を薄くむく。
②ヘタのない方を下にして半分に切る。
③指で果実と種を取り除く。
　※ヘタのない方から指を入れると取りやすい。
④③の目方を計り、塩水に一晩つける。
⑤④を塩抜きのため一晩水につけ、苦みを完全に取る。
⑥ ⑤の上下部分を巻き込むようにして巻いていき、鍋に敷
き詰める。
⑦上から⑥の目方と同じ量の砂糖をかける。
⑧中火で、落とし蓋をし竹串が通るまで 40 分程度煮る。
⑨  煮汁と一緒に蓋付きの容器に移し、冷めてから食べる。
　冷蔵または冷凍で保存する。
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  文化課エコミュージアム推進室　☎72-3201

学生ボランティアの種まき

ちょっと
寄り道

今
月
は
小
中
町 

来月は、小中町の
「中 」つながりで、
中城町さんにお願
いします。

紹介者　
小中町
佐藤善昭 さん

小中町には、鍋足山があります。高さは
528.9m で安山岩質集塊岩でできた眺望の素晴ら
しい自然豊かな山です。三つの峰があり、その山
容が食物を煮る時に使う三脚の鉄器に似ていると
ころから「鍋足」の名が付いたといわれ、幻の
四十八滝をはじめ珍しい植物等にも出会えます。
また、さまざまなトレッキングコースがあり自
分の体にあわせてコースと選ぶことができ、森林
浴するにはもってこいの場所です。早春のミスミ
草に始まり新緑・紅葉・冬の日光那須連山、富士
山の雪景色等、四季をとおして楽しめる身近な山
ですので、ぜひ一度訪れてみてください。

　　　鍋足山   

ストロべリーキャンドルの種まき
11 月 2 日、常陸秋そばの発祥の地で知られている赤土町で、 

ストロベリーキャンドルの種まきが行われました。ストロベ
リーキャンドルは、耕作放棄地の再生などに取り組む市民団
体「常陸秋そばの郷まもりたい」が、ソバ栽培の土作りの肥
料にするために植えています。当日は、地元の方や太田一高
ＪＲＣ部・茨城キリスト教大学の学生ボランティアの皆さん
が畑に種をまきました。常陸秋そばの郷まもりたい代表の岡
崎武さんは、「ボランティアの皆さんと共に、 発祥の地ならで
はの〔味〕を守っています。来年 5月には、ストロベリーキャ
ンドルの花が満開に咲き誇り、交流イベントなどを開催予定
ですので、ぜひ赤土町へお越しください」と話してくれました。

　　四十八滝 の氷結 

種まき後に耕運機で土かけ作業

上深荻大菅町会で芋煮会
11 月 24 日、上深荻大菅町会で初めての「芋煮会」が開かれ
ました。自主防災の炊き出し訓練も兼ねての芋煮会で、当日は、
エコミュージアム事業の夏のイベント「ＷＡＯ !! 夏の大冒険」
の参加者にも声をかけて大勢の方が参加しました。特製の芋
煮は、地元産品の野菜やこんにゃく、牛肉入りの大鍋で煮込
んだ超豪華版で、その旨さに参加者は目を丸くして舌鼓。そ
の他にも里芋やこんにゃくのゆず味噌田楽や常陸秋そばの試
食、地元で採れた野菜の販売会などもあり盛り上がりました。
また、ボランティアとして参加した太田一高・佐竹高の生徒
たちは、地元の方たちと親睦を深めました。

ストロベリー
キャンドルの種

芋煮会では多くの太田一高・
佐竹高の生徒がボランティア
として参加してくれました

５月には満開になり
赤いじゅうたんへ生
まれ変ります 

あったかな芋煮に舌鼓

大きな芋だなぁ
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　常陸太田アーティスト・イン・レジデンスの 1周年の区切りとして、地域の皆さんと共につくりあげたイベント、「ヒ

タチオオタ芸術会議 2014」。10 月には、水府地区、常陸太田地区で開催。11 月 8・9 日には、里美地区にある荒蒔邸で

地域の皆さんやアーティストの作品を展示しました。8日には、里美地区のお母さん達が地元食材を使った特別限定カフ

ェ「井戸端アートカフェ」、9日には里美の日の「One-day cafe 里美の休日」が同時開催されました。両日ともに、たく

さんの方にお越しいただきました。アートと食、楽しいお喋りで、とても素晴らしい 2日間でした。作品展示では、子ど

も達によるそれぞれの思いの詰まったお地蔵さん、地域の方が制作した里美の地図や草木染めののれんなど、さまざまな

な作品を設置しました。和室に大きな木を運び、その上に子ども達のお地蔵さんを並べるなど、いつもとはちょっと変わ

った空間を楽しむ展示となりました。10 月・11 月のイベントを終え、地域の皆さんから、芸術への見方や価値観が変わ

った、創造の自由さを思い出した、何か創りたくなった！などうれしい言葉をたくさんいただいています。これからも、

地域の子ども達や皆さんと一緒に、創造力いっぱいのイベントや制作活動をしていきたいと思います。

　里美地区で開催された、秋の味覚祭では、なる

による紙粘土ワークショップ、ミヤタによる「水

府コイノボリプロジェクト」の展示、ワークショ

ップを開催しました。作られた作品は、ヒタチオ

オタ芸術会議で展示させていただきました。

里美地区で開催された、秋の味覚祭では、なる

による紙粘土ワークショップ、ミヤタによる「水

府コイノボリプロジェクト」の展示、ワークショ

ップを開催しました。作られた作品は、ヒタチオ

オタ芸術会議で展示させていただきました。

子ども達の作った

自分だけのお地蔵さんを

展示しました。

お母さん達の本当に

美味しい料理！！を

堪能しました。

アーティスト達の

作品もあらゆるところに

展示！！！

　林とミヤタが、水府地区にある竜神大吊橋の

アンカレイジの壁画制作を行いました。水府地

区の小学 3・4年生に「水府の精霊 /キャラクタ

ー」を募集し、その原案を元にアーティストが

絵を描きました。ぜひ、ご覧ください！！！
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田中

磯部
4

里 美

里 美

　気仙沼市にあるおひさま保育園。3.11 の震災以降、

里美の折橋芸（能・農）部という地域団体が、復興支

援としてカブト虫を届けることで交流してきた保育園

です。8 月に一緒にカブト虫を届けた際に、「山と海の

子どもたちも交流できたら素敵ですね」と話が出たの

で、その話をさとみ保育園に伝えてみました。そして、

おひさま保育園からはカブト虫の作品が贈られ、さと

み保育園の園児たちは似顔絵でお返事し、山と海の保

育園の交流が始まりました。園児たちにとって保育園

は広い社会につながる最初の入口です。小さな頃から

他の地域を知ることで、自分の地域の魅力を純粋に感

じてもらえるとうれしいと思います。　

　金砂郷に来て出会った地域の方々の笑顔。それは地

域資源のひとつであると感じていました。いろいろな

地域イベントや取り組みに行くと、笑顔に出会えるこ

とが楽しみであり、その瞬間を逃したくないと思うよ

うになっていました。そして、「金砂郷スマイルプロジェ

クト」と題して、地域の方々の笑顔を撮りためていま

した。11 月 8 日 ・ 9 日の常陸秋そばフェスティバル、 

11 月 16 日の登山マラソン、同日の久米の郷ふれあい

祭りで、写真を展示させていただきました。「笑顔の瞬

間を撮った写真を見ると胸がほっこりするね！」等の

うれしい声を聞くことができました。今後の展開も模

索中です。

　11 月 16 日に里川町の産業祭が行われました。産業

祭とは里川町の人達が作った農業生産物などの展示品

評会です。午前中に審査をして、優秀賞などの順位を

つけて表彰します。そして、午後から即売会が行われ

ます。今回は、里川カボチャをはじめとした野菜類や

地域のお母さんが作った料理など、140 点が出品され

ていました。協力隊は前日の準備から参加させていた

だきました。即売会では、競りの記録係を務めさせて

いただきましたが、みな白熱した笑いの絶えないお祭

りでした。産業祭の売上は全額、町会の運営費になる

という面白いシステム。2 年に 1 度のお祭りなので来

年はお休みです。次の 2 年後の産業祭も楽しみです。

金砂郷スマイルプロジェクト

里川町の産業祭

山と海の子ども達の交流

地域おこし協力隊の最新情報は、ホームページ： http://hssk-i.com/　ＦＢページ： https://www.facebook.com/hokyoryokutai で

13
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キ ラ リ 健 や かコ コ ロ と カ ラ ダ 問健康づくり推進課☎ 73-1212

ノロウイルスに注意
～感染症を予防しよう②～

食中毒は暑い夏の季節にしか起こらないと思っていま
せんか。秋から冬にかけても食中毒のピークがありま
す。この時期に起こる食中毒の多くはウイルスによる
もので、代表的なものとしてノロウイルスがあります。

○ 嘔吐や下痢による脱水を引き起こしやすいため、水分を補給しましょう（子ども
や高齢者は特に注意が必要です）。

○自分の判断で、下痢止めや吐き気止めは飲まないようにしましょう。

○ 

ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
二

枚
貝
な
ど
を
、〝
生
〞
ま
た

は
十
分
に
加
熱
し
な
い
で
食

べ
た
。

○ 
患
者
の
ふ
ん
便
や
嘔お

う

吐と

物ぶ
つ

を

介
し
て
感
染
し
た
（
ふ
ん
便

や
嘔
吐
物
に
触
れ
る
だ
け
で

な
く
、
空
気
中
に
飛
散
し
た

ウ
イ
ル
ス
が
鼻
な
ど
の
粘
膜

に
入
り
、
感
染
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
）。

○
潜
伏
期
間　

　

約
12
〜
48
時
間

○ 

症
状

　

 

吐
き
気
・
嘔
吐
・
下

痢
・
腹
痛
・
発
熱

○ 

生
も
の
を
食
べ
る
の
を
極
力
避
け
、
85
℃
で

１
分
以
上
加
熱
調
理
す
る
。

○ 

外
出
後
、
調
理
前
、
食
事
前
、
ト
イ
レ
後
に

は
、
必
ず
石
け
ん
で
手
を
よ
く
洗
う
。

○ 

調
理
器
具
の
使
用
後
は
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム（
塩
素
系
消
毒
剤
）に
浸ひ
た

し
て
殺
菌
す
る
。

○ 

患
者
の
嘔
吐
物
や
ふ
ん
便
を
片
付
け
る
と
き

は
、
マ
ス
ク
や
手
袋
を
つ
け
、
直
接
さ
わ
ら

な
い
よ
う
に
す
る
。

○ 

汚
染
さ
れ
た
場
所
や
衣
服
の
消
毒
を
行
う
。

○ 

嘔
吐
物
な
ど
は
、
飛
散
を
防
ぐ
こ
と
に
注
意
し
て
、
布

や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
ふ
き
と
る
。

○ 

嘔
吐
物
が
付
着
し
て
い
た
床
と
そ
の
周
囲
を
、
０
・
１
％

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
十
分
し
み
込
ま
せ
た
布
や

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
お
お
い
、
消
毒
す
る
。

○ 

処
理
後
は
、
手
袋
を
外
し
て
し
っ
か
り
と
手
洗
い
、
う

が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
手
袋
や
使
用
し
た
布
、
ペ
ー
パ
ー

タ
オ
ル
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
処
分
す
る
。

※
塩
素
系
消
毒
剤
に
は
商
品
と
し
て
ピ
ュ
ー
ラ
ッ
ク
ス
・
ミ
ル

ト
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
代
用
品
と
し
て
塩
素
系
漂

白
剤
・
ハ
イ
タ
ー
・
ブ
リ
ー
チ
な
ど
も
使
え
ま
す
。

ノロウイルスによる食中毒にかかってしまった場合は・・・
以下のことに注意し、速やかに医療機関を受診しましょう。
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◆
市
民
と
の
協
働

　

○ 

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事

業
を
推
進
し
、
18
団
体
に
対

し
地
域
活
動
へ
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　

○ 

市
民
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

引
き
続
き
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
簡

易
テ
ン
ト
等
を
貸
し
出
し
ま

す
。
ま
た
、
市
民
が
安
心
し

て
地
域
の
活
動
に
参
加
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
市
民
活

動
保
険
を
実
施
し
ま
す
。　

　

○ 

多
岐
に
わ
た
る
地
域
課
題
の
解

決
克
服
に
向
け
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
係
る
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
や
組
織
が
情
報
の
共
有

化
や
連
携
が
図
れ
る
よ
う
、
地

域
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
化
の
構
築

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

○ 

総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
事
業
を
引
き
続
き
活

用
し
、
地
域
の
活
性
化
と
交

流
人
口
拡
大
を
図
り
ま
す
。

◆
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

○ 

市
民
の
交
通
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
引
き
続
き
市
民

バ
ス
等
の
再
編
整
備
、
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
、
路

線
バ
ス
の
運
行
維
持
お
よ

び
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
の
利
用
促

進
等
を
図
り
ま
す
。

　

○ 

県
か
ら
の
事
務
権
限
の
移

譲
に
よ
り
、
市
民
の
利
便

性
の
向
上
や
事
務
処
理
の

迅
速
化
を
図
り
ま
す
。
今

年
度
は
、
小
簡
易
専
用
水

道
の
給
水
停
止
命
令
に
関

す
る
事
務
、
埋
蔵
文
化
財

の
調
査
の
た
め
に
発
掘
し

よ
う
と
す
る
場
合
の
届
出

受
理
等
に
関
す
る
事
務
が

移
譲
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
経

営
の
推
進

　

○ 

大
学
と
の
連
携
事
業
を
生

か
し
て
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
活
動
等
の
協
働
事
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
・
常

磐
大
学
・
茨
城
大
学
と
共
に

域
学
連
携
に
よ
る
地
域
づ

く
り
実
証
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

○ 

電
気
使
用
量
、
燃
料
等
の
削

減
を
図
り
、二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

О
2
）
の
排
出
を
抑
制
す
る

こ
と
で
省
エ
ネ
の
推
進
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き

特
定
規
模
電
気
事
業
者
（
Ｐ

Ｐ
Ｓ
）
の
導
入
を
推
進
し
、

電
気
料
の
削
減
を
実
施
し
ま

す
。

　

○ 
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
た
施
設
に
お
い
て
、
適
正

な
管
理
運
営
を
確
保
し
、
経

費
削
減
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
新
た
な
施
設
へ
の
制
度

導
入
を
推
進
し
ま
す
。

　

○ 

「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の

運
営
に
つ
い
て
、
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
、
施
設
の

効
率
的
な
管
理
運
営
と
利

用
率
の
向
上
を
図
り
ま
し

た
。

◆
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　

○ 

市
債
の
借
入
抑
制
等
に
よ
り

市
債
残
高
（
一
般
会
計
）
を

２
２
６
億
２
２
３
５
万
６
千

円
（
6
億
１
６
５
５
万
6
千

円
減
少
）
に
縮
減
し
ま
し
た
。

　

○ 

市
定
員
管
理
適
正
化
計
画
に

基
づ
く
職
員
数
の
削
減
を
図

り
、
1
億
３
２
５
８
万
1
千

円
の
人
件
費
を
縮
減
し
ま
し

た
。

　

○ 

敬
老
祝
金
支
給
対
象

者
の
見
直
し
に
よ
り
、

３
３
２
万
5
千
円
の
縮
減
を

図
り
ま
し
た
。

　

○ 

未

利

用

市

有

地
15

件
、
２
８
５
０
・
35
㎡
、

６
千
６
４
６
万
９
千
円
の
売

払
い
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

○ 

広
報
ひ
た
ち
お
お
た
等

へ
の
広
告
掲
載
に
よ
り
、

83
万
６
千
円
の
収
入
が
あ
り

ま
し
た
。

　

○ 

負
担
の
公
平
性
の
確
保
等
の

た
め
、
市
税
の
徴
収
率
向
上

お
よ
び
市
営
住
宅
使
用
料
等

各
種
料
金
の
収
納
率
向
上
を

図
り
ま
し
た
。

行
政
改
革
の

実
施
状
況

市
で
は
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
簡
素
で
合
理
的
な
行
政

運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
、
毎
年
度
実
施
計

画
を
定
め
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
経
費
の
節
減
・
合
理
化
等
を
推
進
し
、
4
億
３
千
万
円
の
節
減

問
総
務
課
総
務
行
政
係
（
内
線
３
２
５
）

Administrative reform
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梅
津
会
館

昨
年
４
月
か
ら
休
館
し
て
い
ま
し
た
梅
津
会

館
は
、
改
修
工
事
が
完
了
し
11
月
22
日
に
再
開

し
ま
し
た
。
今
回
は
梅
津
会
館
を
紹
介
し
ま
す
。

梅
津
会
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階

建
て
で
、
南
東
の
隅
に
搭
屋
が
付
い
て
い
ま
す
。

大
正
12
年
の
関
東
大
震
災
で
レ
ン
ガ
造
の
建

物
が
大
き
な
被
害
を
受
け
て
以
降
、
耐
震
性
の

高
い
建
物
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
県
庁
な
ど
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
庁
舎
建
築
が
で
き
て

き
ま
し
た
。
梅
津
会
館
も
、
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
昭
和
11
年
に
で
き
た
建
物
で
、
当
時
の

新
聞
に
は
「
県
下
に
冠
た
る
太
田
町
役
場
」
と

評
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
車
寄
せ
が
付
い
た
１
階

に
は
事
務
室
、
町
長
室
、
収
入
役
室
、
応
接
室

が
あ
り
、
２
階
に
は
議
場
と
し
て
使
っ
た
会
議

室
と
委
員
会
室
が
あ
り
ま
し
た
。
一
見
地
味
で

質
実
剛
健
な
建
物
で
す
が
、
注
意
深
く
観
察
す

る
と
凝
っ
た
細
部
が
要
所
に
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
壁
に
貼
ら
れ
た
タ
イ
ル
や
車
寄
せ
の
ア
ー
チ

を
縁
取
る
テ
ラ
コ
ッ
タ
は
当
時
人
気
が
高
く
、

こ
の
時
代
の
多
く
の
建
物
に
見
ら
れ
ま
す
。
館

内
に
は
、
地
元
産
の
寒
水
石
（
大
理
石
）
が
1

階
正
面
カ
ウ
ン
タ
ー
と
玄
関
腰
廻
り
、
階
段
室

に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
壁
の
仕
上
げ

や
窓
枠
は
、
部
屋
の
用
途
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て

お
り
、
会
議
室
や
町
長
室
な
ど
は
事
務
室
に
比

べ
豪
華
な
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

文
化
課
（
☎
72
‐
３
２
０
１
） 昭

和
53
年
ま

で
市
役
所
庁
舎
と

し
て
使
わ
れ
た
後

は
、
展
示
ケ
ー
ス

を
設
置
し
て
郷
土

資
料
館
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
改
修

工
事
で
は
、
耐
震
補
強
と
展
示
室
の
増
築
を
含
め

た
修
復
再
生
工
事
を
行
い
、
1
・
2
階
を
竣
工
当

初
の
大
空
間
に
復
原
し
ま
し
た
。
1
階
に
は
一
部

に
大
理
石
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
現
れ
、
2
階
は
展
示

ケ
ー
ス
に
隠
れ
て
い
た
会
議
室
正
面
の
議
壇
が
姿

を
見
せ
ま
し
た
。

12
月
28
日
ま
で
、
企
画
展
示
「
梅
津
会
館
〜
太

田
町
役
場
と
梅
津
福
次
郎
〜
」（
月
曜
日
休
館
）
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て

新
た
に
分
か
っ
た
梅
津
会
館
の
姿
や
、
建
築
に
当

た
っ
て
寄
付
を
し
た
梅
津
福
次
郎
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
梅
津
会
館
を
訪
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◇
次
回
企
画
展
示 

〇 

平
成
27
年
１
月
7
日
〜
2
月
1
日　

 

「
奥
七

郡
か
ら
出
発
〜
常
陸
佐
竹
氏
の
軌
跡
〜
」

Vol.9

Information

ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
順
位
）

市
少
年
相
撲
大
会
﹇
９
月
14
日
／

山
吹
運
動
公
園
相
撲
場
﹈
▼
団
体

戦
①
宮
本
町
Ａ
②
連
合
③
中
城
町

▼
個
人
戦
（
男
子
1
・
2
年
生
の

部
）
①
関
秀
仁
②
小
沼
佑
旭
③
金
澤

春
樹
【
敢
闘
賞
】
河
西
悠
貴
（
男
子

3
年
生
の
部
）
①
松
本
大
麒 

②
黒

羽
漣
③
照
沼
佑
飛
（
男
子
4
年
生
の

部
）
①
根
本
想
生
②
関
佑
仁
③
根
本

大
生
【
敢
闘
賞
】
石
井
啓
斗
（
男
子

5
年
生
の
部
）
①
日
毛
隆
太
②
松
延

翔
③
玉
井
慎
梧（
男
子
6
年
生
の
部
）

①
小
沼
宏
多
②
本
多
達
樹
③
金
澤
尋

斗
（
女
子
1
・
2
年
生
の
部
）
①
髙

橋
由
珠
②
大
久
保
日
莉
③
佐
藤
小
雪

（
女
子
4
・
5
・
6
年
生
の
部
）
①

髙
橋
千
裕
②
吉
井
結
香
③
吉
井
静
香

第
38
回
市
民
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
﹇
9
月
7
日
／
山
吹

運
動
公
園
市
民
体
育
館
﹈
①
ア
ッ

プ
・
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
②
イ
ン
リ
ン

③
佐
竹
ク
ラ
ブ
③
ビ
ッ
グ
エ
ッ
グ

第
10
回
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
﹇
10
月
11
日
／
山
吹
運
動

公
園
市
民
体
育
館
﹈
①
真
弓
ケ
丘

Ｂ
②
白
羽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
③
葵
ク

ラ
ブ
③
真
弓
ケ
丘
Ａ

第
29
回
市
長
杯
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
﹇
10
月
19
日
／
山
吹
運
動

公
園
市
民
体
育
館
﹈
①
葵
ク
ラ
ブ

②
佐
竹
南
台
ラ
ビ
ッ
ツ
③
ス
マ
イ

リ
ー
ズ
③
み
な
み
Ｖ
Ｃ

第
29
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

﹇
11
月
1
日
／
山
吹
運
動
公
園
市

民
体
育
館
﹈
▼
Ｂ
ク
ラ
ス
①
朝
倉

達
也
（
幡
町
）・
佐
藤
貴
彦
（
ひ

た
ち
な
か
市
）
②
中
村
敦
子
（
や

ま
ぶ
き
）・
江
幡
瑠
美
（
亀
作
町
）

▼
Ｃ
ク
ラ
ス
①
石
川
弘
子
・
後
藤

幸
子
（
サ
タ
デ
ー
ズ
）
②
舟
橋
み

ち
子
・
澤
幡
み
ど
り
（
や
ま
ぶ
き
）

③
岡
崎
香
織
・
松
浦
絵
美
（
☆
Ｓ

‐
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
☆
）

✿ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。✿

◇  

善
意
あ
り
が
と
う　

㈱
鈴
木
商
店
様
・
㈱
割
烹
寿
々
木
様
＝

30
万
円
〔
市
政
の
た
め
〕
／
市
美
術
協
会
長
佐
々
木
弘
明
様
＝

19
万
3
千
５
百
円
〔
市
政
の
た
め
〕
／
第
1
分
団
町
お
こ
し
協
力
隊

様
＝
1
万
円
〔
市
政
の
た
め
〕
／
和
信
化
学
工
業
㈱
様
＝
4
千
3
百

円
〔
市
政
の
た
め
〕

当時の議壇が姿を見せる２階 

太
田
遺
産  

市
郷
土
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
貴

重
な
資
料
を
紹
介

施設を管理するＮＰＯ結の皆さん  

1 階正面にある地元産の寒水
石カウンターが特徴
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11 月 12 日、郷土を愛する心の醸成を図るため、市
内中学 2年生を対象にいばらきっ子郷土検定が行われ
ました。この郷土検定は、自分たちが住んでいる市や
県の歴史、伝統文化そして現在の姿を理解し、未来の
茨城を担う心豊かでたくましい子どもたちを育成する
ことを目的としています。
今年は、県教育委員会協力のもと、郷土検定ウェブ
サイトを開設し、多くの方々に市内の魅力や歴史な
どについて楽しみながら知っていただく機会を設けま
した。左側に、検定で出題された問題を抜粋しました。
答えの詳細は、この広報紙に隠されていますので、ぜ
ひ探してみてくださ
い。

まちの話題 my town news 

Information
　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
３
年
の
任
期
で

委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
方
た
ち
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
や
、
人
権

侵
害
の
被
害
者
救
済
の
支
援
を
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
１
日
現
在
の
市
担
当
人
権
擁
護
委
員
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
電
話

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０
（
受
付
時
間
：
平
日
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

最
寄
り
の
法
務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
。

人
権
啓
発
と
人
権
相
談
に
応
じ
る
人
権
擁
護

委
員
を
紹
介
し
ま
す

問 

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
内
線
１
４
２
）

　
　

　

　

　

　

　

 

氏　

名

選
出
地
区

　

大
森　

眞
一

　

常
陸
太
田
地
区

　

古
平　

均

　

常
陸
太
田
地
区

　

沢
幡　

幸
雄

　

常
陸
太
田
地
区

　

髙
橋　

静
子

　

常
陸
太
田
地
区

　

大
畠　

正
芳

　

常
陸
太
田
地
区

　

生
天
目　

操

　

金
砂
郷
地
区

　

安
西　

典
子

　

金
砂
郷
地
区

　

五
十
嵐
三
枝
子

　

水
府
地
区

　

大
須
賀　

治

　

水
府
地
区

　

豊
田　

洋
子

　

里
美
地
区

問 1　市の歌「空があるまち」の作者の名前は？
　　　1. マシコイチロウ　2. マシコタツロウ
　　　3. マスコテツロウ　4. マシコタクロウ
問 2　市出身の人物によって確立された、七・七・七・
　　　　五の口語調で歌われる俗曲は何でしょう？
　　　1. 都々逸　2. 和歌　3. 演歌　4. 浪曲
問 3　徳川光圀が晩年市に移り住みましたが、その
　　　　建物の名前は？
　　　1. 西山荘　2. 弘道館　3. 明倫館　4. 日新館
問 4　竜神大吊橋で行われている日本一の高さ 100
　　　　ｍを利用したアクティビティは？
　　　1. ターザンロープ　2. ブランコ
　　　3. パラグライダー　4. バンジージャンプ
問 5　子育て上手常陸太田マスコットキャラクター
　　　　の名前は？
　　　1. じょうづるさん　2. つるかめさん
　　　3. まるかめさん　　4. おかめさん
　

インターネットで問題
にチャレンジ 

http://www.ibaraki-kentei.jp/index/menu

（
敬
称
略
）
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10 月 24 日から 11 月 9日まで、地元の農産物を使っ
て創作料理に挑む常陸太田ファーム＆キッチン「かぼ
ちゃフェス」が市内 15 店舗で開催されました。今回
で 5回目となるフェスでは、里美地区の在来種である
「里川かぼちゃ」
を使用し、各店舗
がオリジナル料理
に挑戦しました。

10 月 31 日、鯨ケ丘商店会では、ハロウィンスタン
プラリーが行われ、各お店がカボチャを飾って小さな
お子さんたちにお菓子をサービスしました。小さなお
子さんを持つママさん
のサークルが、仮装し
て街を練り歩き、街に
はオバケがいっぱいに
なりました。

9 月 29 日、粟原町で地元町会や太鼓ばやし保存会
が中心となって粟原町秋まつりが開催されました。ま
つりには、子どもからお年寄りまでたくさんの方が参
加し、バーベキューやじゃんけん大会、太鼓保存会に
よる天神ばやし
などが披露され、
子どもたちの元
気な声が響き渡
りました。

10 月 19 日、島町三世代ふれあいのつどいが町内の
宝金剛院で行われました。当日は、地元の方約 90 人が
集まり、青空の下で輪投げやパンくい競争、消防署に
よる煙幕の避難体験などが行われ、子どもからお年寄
りまで親睦を図りました。

まちの話題 my town news 

11 月 16 日、ジオネット常陸太田（百地康代表）主
催の鍋足山ジオハイキングが行われました。参加者
55 人は、ガイドの説明を聞きながら里美地区の雄大
な自然と紅葉を楽しみ、頂上を目指しました。

11 月 16 日、常陸秋そば発祥の地である金砂地区の
「そば街道」周辺で西金砂登山マラソンが開催されま
した。歴史と伝統が息づく自然に満ちあふれたコース
は、5㎞と 14 ㎞。選手たちは、高低差 300 ｍある難
関コースにチャレ
ンジしていました。

街にはかわいい小さなオ
バケさんでいっぱい

里川かぼちゃのク
リームけんちん＆か
ぼちゃ焼きおにぎり

全国各地からランナー
が集まる登山マラソン 昨年まで島町球技大会として

行われものを名称変更し実施
輪投げに挑戦

スーパーボールすく
いに挑戦。たくさん
とれるかなぁ？頂上からは、西金砂山や男体

山、筑波山などを一望
市内外から参加者が訪れた
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10 月 16 日、パルティホールで市戦没者追悼式が行
われました。会場には、多くの遺族会の皆さんをはじ
め県議会議員、市議会議員などが参列し、先の大戦に
おける本市関係の戦没
者 2,343 柱の御霊に対
して、追悼の意を表し
ました。

11 月 8 日・9日、河内の文化遺産を守る会（檜山貞
人代表）主催の行灯の赤レンガと銀杏まつりが西河内
下町旧町屋変電所周辺で開催されました。1,500 個の手
作り行灯の灯火が、幻想的な雰囲気とともに、優しい
温もりを感じさせる見事な光
景を演出していました。また、
会場では、コンサートをはじ
めけんちんうどんや手打ちそ
ばなどが軒を並べ、来場者に
心も体も温まる手作り料理を
提供しました。

11 月 14 日、市内各地区から老人クラブの会員の皆
さんが参加し、市老人福祉大会がパルティホールで開
催されました。会場では、式典や芸能発表のほか、市
内保育園児による歌やお遊戯、太鼓の演奏等が行われ、
参加した方は、園児たちの微笑ましい歌や演奏等を聞
きながら楽しい一日を過ごしました。

市では地域の活力維持のため、地域コミュ二ティの
ネットワーク化を進めています。11月 15日には、賀美
地区で賀美を愛する会主催による賀美地区ふれあいグ
ランドゴルフ大会が開催され、競技をとおして親睦を
図りました。また、11月 16日には、久米地区で久米の
郷住み良い地域をつくる会が誕生して初めての久米の
郷ふれあい祭りが開催され、芸能発表や模擬店などで
にぎわいました。ともに町会や各種団体などが協力し
合って地域の垣根を越えた取り組みが行われました。

10月 19日、第 6回竹林コンサート in 谷河原が谷河
原町で開催されました。会場には 320人を超える来客
があり、ライトアップされた会場では、藤

とうしゃすいほう

舎推峰さん
による能管の演奏と花

はなやぎことおみ

柳琴臣さんの竹林をイメージし
た舞が幻想的で美しい和の世界を醸し出しました。そ
の後、竜馬さんのヴァ
イオリンとYUTAKAさ
んのギターが加わり星
空の下に素敵な重奏が
広がり、観客を楽しま
せていました。

能管の演奏と舞を披露
賀美地区ではスポーツをとお
し地域の親睦を図った

1,500 個の行灯が照らす

式には 275 人が参列 

久米地区のさまざまな団体によ
るステージ発表

感謝状を贈呈 あすなろ保育園児による鼓笛

11 月 26 日、市オリジナルのぶどう品種「常陸青龍」
を使用したワインが完成しお披露目されました。この
ワインは、ＪＡ常陸常陸太田ぶどう部会（武藤照昭部
会長）や市内の酒造会社な
どが今年 8 月にプロジェク
トチームを結成し限定 500
本を製造。ぶどう由来の透
明感のある緑かかった黄金
の色合いを持ち、フレッシュ
な香りとほどよい酸味が特
徴な白ワインです。

12 月から市内で販売
されました
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鯨ケ丘ふれあい広場③

成田山真福寺④

旧稲田家住宅赤煉瓦蔵

⑤ くじら屋

⑦

枡儀団扇店

② 遍照寺

市郷土資料館①
スタート・ゴール

梅津会館前

至常陸太田駅

板谷坂

東三町

東二町

西三町

西二町

西一町

東一町
Ｎ

法然寺

山田神社

秋葉神社

板谷稲荷神社

水玉稲荷
神社

別雷神社

浄光寺

⑥

太田警察署、その後
太田消防署跡地。広
場の南端には「太田
町道路元標」が設置
されている。現在は
市民の憩いの広場や
イベント会場として
親しまれている

成田山真福寺

鯨ケ丘ふれあい広場

くじら型のたい焼きが好評
杉本坂の途中にあり「子育
て呑
どんりゅう

龍さん」と呼ばれ子育
ての寺として知られている

梅津会館は、建築当時の
姿に戻すコンセプトで耐
震工事を完了、再開館。
現在、梅津福次郎展を開
催中

遍照寺

旧太田町の有志が成田不動
尊の分霊を勧請し建立し
た。「成田さん」と呼ばれ
親しまれている

市郷土資料館（梅津会館）

くじら屋

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の
身近なウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いて
みませんか。く　   く 43

  
文化課エコミュージアム推進室（☎72-3201）

県郷土工芸品の太田うち
わ。室町時代常陸太田市に
居住していた水墨画家・禅
僧の雪村が創始し、現在圷
總子さんが受け継いでいる

明 治 43 年、
地主であっ
た稲田家の
蔵として建
て ら れ た。
今年国登録
有形文化財
となった

太田うちわ（枡儀団扇店）

旧稲田家住宅赤煉瓦蔵

②

③

①

⑤ 

⑥

⑦

④ 

距離：約2.8km   所要時間：約2時間 
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南中  サッカー部 瑞竜中  女子バレーボール部

◎ 

部
員
数 

２
年
生
７
人
、１
年
生
５
人

◎ 

キ
ャ
プ
テ
ン 

菊
池
優
芽
さ
ん
「
大

会
で
実
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、

日
々
の
練
習
か
ら
試
合
を
意
識
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

◎ 

顧
問 

須
田
健
史
先
生
「〝
さ
わ
や
か

に
〞
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
チ
ー
ム

を
目
指
し
て
い
ま
す
」

◎ 

部
員
数 

２
年
生
19
人
、１
年
生
15
人

◎ 

キ
ャ
プ
テ
ン 

中
野
尊
仁
さ
ん
「
パ

ス
練
習
な
ど
の
基
本
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
試
合
で
は
大
き
な
声

で
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
」

◎ 

顧
問 

黒
澤
圭
一
郎
先
生
「
仲
間
を

大
切
に
、
感
謝
の
気
持
ち
と
礼
儀

を
忘
れ
ず
努
力
し
て
ほ
し
い
で
す
」

◆

◆

◆ 四
十
七
年
の
歴
史
と

　
　
　
　
　伝
統
の
中
で

「
学
び
合
い
」
と

　
　「自
分
探
し
」
の
推
進

閉
校
、
そ
し
て
開
校
に
向
け
て

Vol.20our school life

■
生
徒
数
63
人

地域ぐるみの体育祭を
終えて

西金砂登山マラソン
ボランティア活動

北中ソーランの
発表（玄武祭）

母校への感謝

　
「
志
を
高
め
、
夢
に
向
か
っ
て
た
く
ま

し
く
生
き
る
北
中
生
の
育
成
」
を
目
標
に
、

一
人
一
人
の
よ
さ
の
自
覚
と
伸
長
を
目
指

し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
来
春
の
閉
校
を
前
に
、

母
校
と
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
で

き
る
北
中

四
十
七
年

目
の
教
育

活
動
を
展

開
し
て
い

ま
す
。

　

保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
心
に
残
る
充
実
し

た
教
育
活
動
の
実
践

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
へ
の
感
謝
と
母

校
へ
の
愛
情
や
誇
り

を
胸
に
、
有
終
の
美
を

飾
る
べ
く
、
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
し
始
め

ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
教
科
学
習
に
お
い
て
、
学
力
の

向
上
を
図
る
た
め
に
、「
学
び
合
い
」
を
取

り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
と
共
に
、

わ
か
る
喜
び

や
考
え
る
楽

し
さ
を
体
感

し
て
い
ま
す
。

　

体
育
祭
や

玄
武
祭
等
の

行
事
、
各
種

の
集
会
活
動

で
は
、「
自
分
探
し
」
も
テ
ー
マ
に
し
て
、

主
体
的
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積
極
的
参
加
も
、
将
来

の
自
分
の
発
見
や
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
大

切
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国語学習での学び合い



今月は「愛保育園」で～す

発行　常陸太田市／編集　情報政策課 〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690　☎ 72-3111（内線 303・304）　Fax72-3002　
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　◇ 対象　市内に住所を有する平成 26 年 2 月生まれの
お子さん（平成 27 年 2月号掲載分）

　  ◇応募締切　平成 27 年 1月 7日水
　 ◇ 必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生
年月日・住所、応募者（保護者）の氏名・電話番号

12 月で１歳です！

和知優
ゆうや

弥くん
12月 27日（内堀町）

元気
に

すく
すく

表紙に
よせて

西小沢小 4年生の皆さんが、常陸太田市の合併 10 周年を祝ってくれました。2004 年に生まれた赤ちゃんもこんな
に大きくなったんですね。これからもみんな元気で仲良くがんばってください！

佐川凜
りんか

華ちゃん
12月26日（大里町）

梶山滉
こうた

太くん
12月 10日（磯部町）

北野蒼
あおと

都くん
12月 27日（塙町）

木名瀬鉄
てつじ

士くん
12月 8日（真弓町）

菊池仁
に な

菜ちゃん
12月 3日（内堀町）

飯塚圭
けいた

太くん
12月30日（磯部町）

大内 彩
あ や め

矢芽ちゃん
12月 28日（大里町）

青木友
ゆうり

莉ちゃん
12月 22日（塙町）

 猿田将
まさ と

都くん
12月 30日（東連地町）

佐藤美
みつき

月ちゃん
12月17日（小菅町）

菊池美
みいこ

心ちゃん
12月12日（大里町）

　◇ その他　メールの場合は写真データを添付の上、受
信制限を解除してください（ＪＰＥＧ形式で 3ＭＢ
以内）。応募された写真は返却しませんのでご了承
ください。

　申  問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太田
市金井町 3690 ／メールアドレス　joho2@city.
hitachiota.lg.jp ／内線 303・304）
携帯電話のバーコードリーダーをお使いになり、右のＱ
Ｒコードを読み取ると、メールアドレスを表示すること
ができます。


